


（プロジェクト推進に向けた意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、それぞれが取り組まれてい

る活動やその成果、活動の中で感じる子ども

の学力向上にあたっての課題について意見が

だされました。 

 

※委員からの主な意見 

○経営者の立場でも、問題を抱える社員はい

るが、自分の悩みを真剣に受け止めてくれ

る存在があることで仕事に対する態度が変

わってくる。 

○今の保護者は仕事中心で頑張ってきた団塊

世代の子どもたちであり、経験としての子

育てが難しくなっていると感じる。子育て

世代の親に対する支援が必要。 

○子どもの課題をどう解決したらよいか分か

らない“育っていない親”が多いと感じる。 

○押付けがましくない親の育ち支援を考える

べき。 

○親の育ちを支援するには、ＯＢの教員など

を活用するのが良いのではないか。 

○地域で学校を支援する仕組みは色々とある

が、地域での受け皿は一つであるべきであ

る。 

○自分の課題を自らの力で解決しようと努力

する高校生が減っていると感じる。 

○オープンな構造の学校があるが、低学年は

授業に集中できない場合もあり、年齢に応

じた学習環境をつくることが大切。 

○中国人の子どもたちは、日本の子どもたち

に比べて一生懸命に勉強していると感じる。

どうしたら学習意欲を持たせられるかを、

教員の指導法も含めて考える必要がある。 

○子どもたち同士の学び合いが効果的だと考

える。 

○教師はプロとして授業をしっかりやらない

といけないが、学力の定着には家庭や地域

の協力が必要である。 

○先生の話より、スクールカウンセラーなど

専門家の話の方が子どもたちには受け入れ

やすい部分もある。 

など 

 

 

 

（今後のスケジュールについて） 

 最後に、９月頃に開催する次回会議につい

ては、本年度の取組の進捗状況の報告と翌年

度に向けた取組方向を中心に話し合うこと、

また、１年間の取組結果の確認と翌年度に向

けた意見交換の場として、２月頃に３回目の

会議を開催する予定であることを確認しまし

た。 

 

 

    次回（第 2 回）の開催予定       

 

 次回（第２回）推進会議は、平成 25 年度

当初予算編成に推進会議からの意見・提案が

反映できるよう、９月頃に公開で開催する予

定です。 

 

 

 

 

 

 


